


福だるまを受け取る来店者（神科店）

賞状を手にする井出守雄さん

賞状とカップを手にする峯村夫妻
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7地区の話題や出来事を厳選してお届けします。

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
真
田
支
会
は
12
月
27
日
、

Ｊ
Ａ
真
田
支
所
で
正
月
飾
り
用
の
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

年
末
恒
例
の
人
気
の
教
室
で
、今
回
が
8

回
目
。22
人
が
参
加
し
、同
支
会
の
久
保
町

子
支
会
長
を
講
師
に
、フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、用
意
さ
れ
た
松
や
セ
ン
リ
ョ

ウ
な
ど
の
花
材
を
使
っ
て
正
月
の
雰
囲
気

を
演
出
。高
さ
や
角
度
な
ど
に
工
夫
を
凝

ら
し
、個
性
あ
ふ
れ
る
華
や
か
な
作
品
に

仕
上
げ
ま
し
た
。完
成
し
た
作
品
を
見
な

が
ら
部
員
同
士
の
会
話
も
弾
み
、参
加
者

は「
家
に
帰
っ
て
飾
る
の
が
楽
し
み
」「
良
い

お
正
月
が
迎
え
ら
れ
そ
う
」と
笑
顔
で
話

し
ま
し
た
。 正

月
彩
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

女
性
部
真
田
支
会
が
教
室

中
塩
田
小
2
年
生
が
豆
腐
作
り

Ｊ
Ａ
女
性
部
員
が
手
ほ
ど
き

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
塩
田
支
会
は
12
月
4
、5
、6
日
の
3
日
間
、上
田
市

立
中
塩
田
小
学
校
で
、2
年
生
の
児
童
と
豆
腐
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

使
っ
た
大
豆
は
、Ｊ
Ａ
の
営
農
技
術
員
の
指
導
を
受
け
て
、児
童
た
ち

が
自
ら
育
て
た
も
の
で
す
。児
童
は
講
師
の
女
性
部
員
に
教
わ
り
な

が
ら
豆
乳
を
絞
っ
た
り
、に
が
り
を
入
れ
た
り
と
、交
代
し
な
が
ら
全

員
で
作
業
を
行
い
ま
し
た
。　

　
豆
乳
と
お
か
ら
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
、豆
乳
を
味
見
。お
か
ら
は
米

粉
を
混
ぜ
て
だ
ん
ご
に
し
、き
な
粉
を
ま
ぶ
し
て
試
食
し
ま
し
た
。豆

腐
が
出
来
上
が
る
と
児
童
た
ち
は「
初
め
て
作
っ
て
楽
し
か
っ
た
」「
ち

ゃ
ん
と
豆
腐
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」と
満
足
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

フラワーアレンジメントに取り組む参加者

　
長
和
町
長
久
保
の
黒
沢
佳（
本
名
＝
黒

沢
勇
人
）さ
ん
の
小
説「
長
窪
さ
や
か
」が
、

第
65
回
地
上
文
学
賞
佳
作
に
選
ば
れ
ま
し

た
。同
賞
は
、家
の
光
協
会
発
行
の
月
刊
誌

「
地
上
」が
主
催
す
る
農
業
小
説
分
野
の

文
学
賞
。昨
年
10
月
18
日
、井
出
孫
六
、長

部
日
出
雄
、平
岩
弓
枝
の
3
氏
に
よ
り
、応

募
45
作
品
の
中
か
ら
一
次
選
考
を
通
過
し

た
5
作
品
の
最
終
審
査
が
行
わ
れ
、黒
沢

さ
ん
の
作
品
が
、地
上
文
学
賞
に
次
ぐ
佳

作
1
点
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
作
品
は
、自
衛
隊
を
除
隊
し
故
郷
の

信
州
に
戻
っ
て
き
た
青
年
が
、農
民
楽
団

を
結
成
し
活
動
す
る
姿
や
、同
級
生
と
の

友
情
や
恋
、農
業
で
生
き
て
い
く
決
意
を

固
め
る
心
情
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

地
上
文
学
賞
佳
作
を
受
賞

黒
沢
佳
さ
ん
の「
長
窪
さ
や
か
」受賞作が掲載された「地上」1月号を手にする黒沢さん

にぎわった福引き抽選会

　
地
元
の
住
民
や
行
政
、Ｊ
Ａ
が
協
力
し
て

活
動
す
る「
稲
倉
の
棚
田
保
全
委
員
会
」は

12
月
14
日
、上
田
市
殿
城
の
稲
倉
の
里
農

村
交
流
館
で
収
穫
祭
を
開
き
ま
し
た
。委

員
会
関
係
者
約
50
人
が
参
加
し
、棚
田
米

の「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
風
さ
や
か
」の
食
べ
比
べ

や
、棚
田
の
も
ち
米
を
使
っ
た
餅
つ
き
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。参
加
者
は
棚
田
米
を
味
わ

い
な
が
ら
、労
を
ね
ぎ
ら
い
豊
作
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　
金
澤
正
明
委
員
長
は「
今
年
は
天
候
不

順
で
苦
労
し
た
が
、無
事
収
穫
で
き
て
安
心

し
た
。来
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
る
こ
と
を
願

い
、地
域
、行
政
、Ｊ
Ａ
の
力
を
合
わ
せ
て
豊

か
な
自
然
あ
ふ
れ
る
棚
田
を
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

稲
倉
棚
田
の
収
穫
祭

棚
田
米
味
わ
い
豊
作
祈
願棚田のもち米で餅をつく参加者

ミキサーで大豆をつぶす工程を見つめる児童
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J A ト ピ ッ ク ス〈 地 区 版 〉

　
Ｊ
Ａ
丸
子
地
区
事
業
部
は
12
月
28
日
、Ｊ

Ａ
塩
川
店
多
目
的
ホ
ー
ル
で
小
学
生
を
対
象

に「
キ
ッ
ズ
冬
の
お
楽
し
み
会
」を
開
き
ま
し

た
。「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
食
や
農
に
関
心

を
持
ち
、Ｊ
Ａ
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た

い
」と
毎
年
開
い
て
い
ま
す
。今
回
は
臼
と
き

ね
を
使
っ
た
餅
つ
き
大
会
を
企
画
。35
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、交
代
で
餅
を
つ
き
、適
当

な
大
き
さ
に
ち
ぎ
っ
て
丸
め
、あ
ん
こ
、き
な

粉
、す
り
ご
ま
を
絡
め
て
昼
食
に
食
べ
ま
し

た
。餅
つ
き
を
初
め
て
体
験
す
る
子
ど
も
も

多
く「
難
し
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」「
と
て

も
お
い
し
か
っ
た
。お
母
さ
ん
に
も
食
べ
さ
せ

て
あ
げ
た
い
」な
ど
と
、う
れ
し
そ
う
に
話
し

て
い
ま
し
た
。

きねを振り上げて交代で餅をつく子どもたち

キ
ッ
ズ
冬
の
お
楽
し
み
会

臼
と
き
ね
で
餅
つ
き
体
験

年
末
大
感
謝
祭
に
ぎ
わ
う

正
月
用
品
や
福
引
き
人
気

　
Ｊ
Ａ
東
部
地
区
事
業
部
は
12
月
16
、17

日
の
2
日
間
、東
御
市
祢
津
の
東
部
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
で
、恒
例
の
年
末
大
感
謝
祭

を
開
き
ま
し
た
。年
末
・
正
月
用
品
を
求

め
、組
合
員
や
地
域
住
民
約
4
0
0
0
人

が
来
場
し
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、新
巻
鮭
や
酢
ダ
コ
、数
の

子
、ミ
カ
ン
、越
冬
野
菜
な
ど
の
販
売
や
福

引
き
抽
選
会
が
行
わ
れ
、品
定
め
を
す
る

買
い
物
客
や
、福
引
き
に
歓
声
を
上
げ
る

家
族
連
れ
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。　
　

　
同
会
場
で
開
い
た
3
年
目
の「
古
着
リ

サ
イ
ク
ル
回
収
」へ
の
関
心
も
高
く
、持
ち

込
む
人
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。古
着
は

回
収
業
者
を
通
じ
、海
外
の
衣
類
が
不
足

し
て
い
る
地
域
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　
上
田
市
吉
田
の
生
産
者
直
売
施
設「
い
ず

み
の
里
」の
新
春
初
売
り
が
1
月
5
日
行
わ

れ
ま
し
た
。数
量
限
定
の
福
袋
を
求
め
て
開

店
前
か
ら
並
ぶ
買
い
物
客
の
姿
も
見
ら
れ
盛

況
で
し
た
。加
工
品
や
Ｊ
Ａ
商
品
、衣
料
品
な

ど
が
入
っ
た
福
袋
1
3
0
袋
を
用
意
。今
年

は「
ひ
ょ
う
に
当
た
っ
た
リ
ン
ゴ
」の
福
袋
も
あ

り
ま
し
た
。

　
店
内
外
で
は
焼
き
鳥
、五
平
餅
、お
や
き
、

笹
ず
し
な
ど
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。ま

た
、千
円
以
上
の
買
い
物
客
に
は「
青
山
の
た

ま
ご
」1
パ
ッ
ク
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。初
め
て
訪
れ
た
と
い
う
買
い
物
客
は「
い

ろ
い
ろ
な
福
袋
が
あ
っ
て
迷
っ
て
し
ま
っ
た
。

楽
し
く
買
い
物
が
で
き
た
」と
話
し
ま
し
た
。 福袋を選ぶ買い物客

福
袋
が
人
気

「
い
ず
み
の
里
」初
売
り









お問い合わせ先　プレミアムサロン　☎23-1145●プレミアムサロン　※平日、第4土曜日  午前9時～午後5時

○ローン営業センター　平日・土・日（水曜定休）　  午前9時～午後5時
○東御支所、川辺店　　毎週土曜日　　　　　　  午前9時～午後5時
○丸子支所、本原店　　第4土曜日　　　　　　　午前9時～午後4時
○塩田支所　　　　　  第3土曜日　　　　　　　午前9時～午後5時
○各支所　　　　　　 平日　　　　　　　　　  午前8時30分～午後5時

丸子支所 午前１０時３０分
～正午

丸子地区事業部総務課

毎週（月）～（金）
（祝日は除く）

ラ・ヴエリテ

午前８時３０分
～午後４時

※諸事情により日時や終了時間が変更になる場
合があります。事前にお問い合わせください。

福祉相談センター　     ☎39-7702

総務企画部くらしの相談課
☎23-4040

福祉相談センター

出会いのオアシス事務局☆予約制
※事前に右記の事務局
に予約してください。

☎42-2528

本所（ハニーウェル） 午前9時30分～
午後4時30分

信用部推進課 ☎25-8000
※予約制　
相談内容と希望時間をご連絡ください。

●2月　1日（木）田中店　●2月　8日（木）川辺店　●2月13日（火）丸子店
●2月22日（木）長店　●3月　8日（木）泉田店　　※相談時間 : 午前9時30分～午後3時

3月 14日（水）

お問い合わせ先　
ローン営業センター　  0120-738-055
または各支所・店まで

2月　7日（水）
2月 13日（火）
2月 20日（火）
2月 27日（火）
3月　6日（火）

2月 10日（土）
2月 24日（土）
3月 10日（土）　
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I N F O R M A T I O N  B O A R D な ん で も 掲 示 板

旅行センターの業務移管のお知らせ旅行センターの業務移管のお知らせ旅行センターの業務移管のお知らせ
 旅行を取り巻く環境の変化に対応し、お客様に、より専門的な情報を提供するため、県内の旅行センター業務を(株)農
協観光に移管することとなりました。
　これに伴い、現在当JA本所内にある旅行センター業務を農協観光長野支店に移管し、引き続き旅行業務を行なっ
て参りますので今までと変わらぬご愛顧を賜ります様お願い申し上げます。

新事務所（移転統合先） 事業開始日：平成30年4月２日（月）
所 在 地：長野市南長野北石堂町1177-3  JA長野県ビル1階
電話番号：026-224-6100　FAX：026-224-6116

個人旅行から団体旅行、日帰り宴会、海外旅行
も今まで同様に当JAの支所窓口でも取り継
ぎをさせていただきますので遠慮なくお申し
付けください。

農協観光長野支店
営業時間  月曜日～金曜日 ９：００～１７：３０
（土・日・祝祭日は定休日となります）

引き続きよろしく
お願い致します

グリーンファームカレッジ開校！グリーンファームカレッジ開校！グリーンファームカレッジ開校！
●会場／グリーンファーム中央店 上田市国分80-6（ＪＡＮ！ＪＡＮ！タウン内ユニクロ隣）　

家庭菜園の基礎知識やお花の
寄せ植えなど、気軽に楽しめる
講習会です。どなたでもお気
軽にお申し込みください。

・受講を希望される方は、申込書をグリーンファーム中央店に提出してください。（申込書は各グリーンファーム店にあります。）   
・お電話での申し込みは仮申し込みとなります。グリーンファーム中央店にご来店いただき、本申し込みをしてください。   
・定員になり次第、締め切らせていただきます。   
・受講料は申し込み時に、材料費等は受講当日にお支払いください。   
・寄せ植え講習会の際、鉢を持ち込まれる場合は、受講当日に別途200円をお支払いいただきます。
・10月20日の「土づくりの基礎知識」と12月15日の「土壌診断と土づくり」はセットです。どちらか一方だけの受講はできません。    
・事前連絡はいたしませんので、忘れずにご参加ください。（欠席の場合、受講料の返金はいたしかねますのでご了承ください。） 

お申込み・お問い合わせ　
グリーンファーム中央店
（担当：山口・渡辺）
☎29-8177　

定員講習時間受講料教室名曜日日にち№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11-①

12

13

11-②

200円

200円

200円

200円＋材料費

200円

200円

200円

200円

200円

200円

200円＋土壌診断費(890円)

200円＋材料費

200円

10月20日受領済

13：30～15：00頃

13：30～15：00頃

13：30～15：00頃

10：00～　14：00～

13：30～15：00頃

13：30～15：00頃

13：30～15：00頃

13：30～15：00頃

13：30～15：00頃

13：30～15：00頃

13：30～15：00頃

13：30～15：00頃

13：30～15：00頃

13：30～15：00頃

30名

30名

30名

定員なし

30名

30名

30名

30名

30名

30名

30名

20名

30名

30名

3月  17日

3月  24日

4月　 7日

4月  21日

5月　 5日

6月　  2日

6月  16日

7月  14日

8月  25日

10月13日

10月20日

11月24日

12月  1日

12月15日

家庭用果樹の育て方
おうちでおいしいくだものを作ろう
鍬と鎌の基礎知識と上手な使い方
選び方から使い方、手入れの仕方をプロから学ぼう。研ぎ方の実演あり
肥料の基礎知識と上手な使い方
肥料にはたくさん種類があります。なにが違うの？どう使うの？
春の寄せ植え
基本を学んでオリジナルを作って飾って育てよう！飛び入り参加歓迎。2回開催
果菜類を家庭菜園で作ろう
トマト、ナス、キュウリなどの夏野菜の栽培方法
除草剤の基礎知識と上手な使い方
雨の時期、草が生える！伸びる！増える！効率よく使って省力化
家庭菜園の病害虫防除対策
農薬を使う？使わない？効率のよい防除で菜園を楽しもう
堆肥の話と、「タケミゴールド」を使った自家製堆肥作り
土づくりの基本の堆肥。堆肥について学びましょう
タマネギ、ニンニクを作ろう
常備野菜のタマネギとニンニク。品種選びと苗作りから収穫まで
干し柿の上手な作り方
高級干し柿「市田柿」づくりのプロを講師に迎えます。作業体験もしましょう
土づくりの基礎知識
健康な作物は健康な土から。12月15日の講習とセットです。当日土を提出します。
お正月、クリスマス用の寄せ植え
生花のリースにも挑戦できます。冬も華やかに
果樹の剪定（せんてい）
自己流になりがちな剪定の基礎をお教えします
土壌診断と土づくり
土壌診断をもとに土づくりと適正施肥の方法を学ぼう。10月20日の講習とセットです。

農業者の皆さまにお知らせです！

■青色申告を始めるには・・・
　新たに青色申告を始めるためには、個人の場合、
　平成30年３月１５日までに、最寄りの税務署に　
　「青色申告承認申請書」を提出する必要があります。

■青色申告とは　自分の経営を客観的につかむための重要なツールです。
　▷青色申告には、「正規の簿記」と「簡易な方式」があります。
　▷「正規の簿記」の場合は６５万円を、「簡易な方式」の場合は１０万円
　　を所得から控除することが可能です。

■収入保険制度とは     品目の枠にとらわれず、自然災害による収量減少だけでなく、価格低下なども
　　　　　　　　　　　　含めた収入減少を補塡する仕組みです。主な内容は、次のとおりです。

◆新たに収入保険制度が創設されました。

▷青色申告を行っている農業者（個人・法人）が対象です。 ■収入保険制度の相談窓口
★NOSAI長野
●東信地域センター
☎0267－58－2580
●上小支所　
☎0268－35－3333
　　

※５年以上の青色申告実績がある者が基本ですが、青色申告（簡易な方式
を含む）の実績が１年分あれば加入できます。

▷当年の収入が基準収入の９割（５年以上の青色申告実績がある
　場合）を下回った場合に、下回った額の９割（支払率）を補塡
※基準収入は、農業者ごとの過去５年間の農産物の販売収入の平均が基本

▷農業者は、保険料・積立金を支払って加入します。（任意加入）
　　

◆青色申告を始めましょう！
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　「おいしい信州ふーど（風土）」の公使である横山タカ子先生（料理研究家）をお
招きして、最新作の初エッセイ「四季に寄り添い　暮らしかさねて」を中心に季節
料理や食について講演をしていただきます。講演後には、横山先生と塩田の若手
農業者グループ「しおだSUNダイズ」のメンバーらによるパネルディスカッション
も開催。（著書の販売もあります）

13:00～16:00まで

とっこ館（上田市塩田の里交流館）
長野県上田市手塚792

※各部の開始時間は下記をご確認ください。

※水曜休館

会　場

時　間

とっこ館 ℡.0268-39-7250

500円参加費

お申込み

100名募集人数

ダイズで広がる地域の和

パネルディスカッション
産地から食を発信する
横山タカ子先生
しおだSUNダイズ
内村っ娘の会　他

長谷川正之さん
（上田市マーケティング推進室　専門員）

しおだSUNダイズ　活動紹介

塩田発

※とっこ館にも駐車場はございますが限りがあります。別所温泉将軍塚前広場（旧相染閣）より随時シャトルバスを運行しますのでご利用ください。

【主催】しおだSUNダイズ、とっこ館、上田地産地消推進会議　【後援】JA信州うえだ、長野県、上田市

第1部
13：00～

第2部
13：30～

第3部
15：00～ テーマ

パネラー

コーディネーター

横山タカ子 講演 新刊「四季に寄り添い
         暮らしかさねて」 を語る先生

・「おいしい信州ふーど（風土）」公使
・テレビ・ラジオにレギュラー出演し、身近な食材と郷土食を大切にした
  おしゃれな料理を紹介する等活動され、また料理に関する著作多数。
・NHK関東甲信越地域放送文化賞、県知事表彰（産業功労者）受賞

第2部

上田産ナカセンナリ（大豆）やナカセンナリを使用した加工品の試食販売予定

横山タカ子先生

講演会
～暮らしかさねて～

横山タカ子先生

講演会
～暮らしかさねて～






